
■釣具の規定
A ライン
 1.  使用するフィッシングラインは、モノフィラメント、マルチフィラ
メント（編み糸）、または、レッドコア・マルチフィラメントのいず
れかに限る。ラインクラスについては、「世界記録の必要事項」
を参照のこと。

 2. ワイヤーラインの使用は禁止される。

B ライン・バッキング（下巻き用のライン）
 1.  フィッシングラインに接続されていないバッキングは、サイズと
材質についての制限はない。

 2.  フィッシングラインとバッキングが結ばれている場合は、いず
れか強い方のラインクラスに組み入れる。バッキングには、60kg
（130lb）クラスよりも強いラインを使用してはならない。また、
IGFAルールで使用が認められているラインであること。

C ダブルライン
ダブルラインの使用は必須ではないが、使用する場合は以下のと
おりとする。
 1.  ダブルラインは、フィッシングラインそのものをダブルにしたもの
でなければならない。

 2.  ダブルラインの長さは、ダブルを作っている部分（ノット、編み込
み、ロールまたはスプライスなど）の端から、リーダー、ルアー、ま
たはフックなどを取り付けるために使われるノット、スプライス、
スナップ、スイベル等の用具のいちばん端までと定義する。

【海水魚】 ダブルラインの長さは、10kg（20lb）以下のすべてのラ

インクラスでは4.57m（15フィート）以内とし、ダブルラインとリー
ダーの合計長は6.1m（20フィート）以内であること。10kg（20lb）
をこえるすべてのラインクラスでは、ダブルラインの長さを9.14m
（30フィート）以内とし、ダブルラインとリーダーの合計長は12.
19m（40フィート）以内とする。
【淡水魚】　すべてのラインクラスにおいてリーダーは1.82m（6
フィート）以内とし、リーダーとダブルラインの合計長は3.04m
（10フィート）以内であること。

D リーダー
リーダーの使用は必須ではないが、 使用する場合には以下のと
おりとする。
リーダーの長さとは、ルアー、フック、または他の用具を含めた全体
の長さであり、末端に位置するフックのベンドから測定する。リー
ダーはスナップ、ノット、スプライス、スイベルまたは他の用具でラ
インに接続されていること。リーダーを握るための用具類を装着し
てはならない。リーダーの材質と強度については制限しない。
【海水魚】 リーダーの長さは、10kg（20lb）以下のすべてのライン
クラスでは 4.57m（15フィート）以内とし、リーダーとダブルライ
ンの合計長は 6.1m（20フィート）以内でなければならない。10kg
（20lb）をこえるすべてのラインクラスは、リーダーの長さを 9.14m
（30フィート）以内とし、リーダーとダブルラインの合計長は 
12.19m（40フィート）以内であること。
【淡水魚】 すべてのラインクラスにおいてリーダーは 1.82m（6
フィート）以内とし、リーダーとダブルラインの合計長は 3.04m
（10フィート）以内であること。

IGFA アングリング・ルール
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（オールタックル・レングスおよびフライフィッシング・ルールも参照）

海と淡水のフィッシング・ルール

このルールは、良識ある健全な釣りの普及を目指し、世界における釣魚の記録保存を可能とする統一基準となり、トーナメントや釣りの各種
大会で採用できる基本的なガイドラインを提供するために、インターナショナル・ゲームフィッシュ協会（IGFA）によって定められたものである。
　「釣り」とは、ロッド、リール、ライン、フックのすべてを用いて魚を捕獲すること、あるいはそれを目的とした行為と定義される。ただし規則
ではコントロールできない釣りの側面というものはたしかに存在する。どのようなルールを定めようと、フックにかかった魚がすばらしいファ
イトをするかどうかは分からず、世界記録が樹立されたからといって、その釣りが難しかったかどうかは判断できない。魚がファイトしな
かったキャッチ、魚がファイトする機会を与えなかったキャッチは、アングラーの名誉とはならない。それが偉業であったかどうかは、当事者
たるアングラー本人のみが正しく評価できるものであろう。
　IGFAの認定する世界記録の対象となりうるのは、IGFAルールに従って捕獲された魚のみである。以下は、海と淡水の釣り、オールタッ
クル・レングスおよびフライフィッシングに関連するIGFAルールである。

☆当ルールブック発行後に追加・訂正された事項については、JGFA NEWSの最新号あるいはJGFAホームページの記述を参照のこと。



E ロッド
 1.  ロッドは、アマチュアとしての釣りの倫理と慣習に従って作ら
れたものでなければならない。ロッドの選択においては相当の
自由度が許容されているが、釣り人に不当な利益を与えるよう
なものは失格となる。この規定は、慣習に従わないロッドの使
用を排除するためのものである。

 2.  ロッドティップの長さは 101.6cm（40インチ）以上、ロッドバッ
トの長さは 68.58cm（27インチ）以内であること。これらの長
さは、ロッドに装着したリールの中心点の真下からの直線距離
を測るものとする。カーブドバットは、直線距離で末端までの
距離を測る。ロッドバットをジンバルに装着したとき、リール
シートの中心からジンバルのピボットポイントまでの距離は 
68.58cm（27インチ）以内であること。（ただしこの規定はサー
フ・キャスティング・ロッドには適用しない。）

F リール
 1.  リールは、アマチュアとしての釣りの倫理と慣習に従って作ら
れたものでなければならない。

 2.  動力を使用するリールは、すべて禁じられる。これには、モー
ター、油圧、または電気を使用するリールが含まれる。また、釣
り人に不当な利益を与える付属品を使用してはならない。

 3.  ラチェットハンドル・リール（スプール逆転機能のないリール）
は禁止する。

 4. 両手で同時に回せるように設計されたリールは禁止する。

G ベイトフィッシング（エサ釣り）に使用するフック
 1.  生き餌、または死んだ餌で釣る時は、シングルフック（１本バリ）
を２本まで使用することができる。この場合、両方のフックは餌
の中に埋め込むか、餌にしっかりと固定しなければならない。
２本のフックのアイの間隔は、フックの長さ（使用されている
フックの大きい方の全長）以上なければいけないが、45.72cm
（18インチ）以上離してはならない。例外として、フックの先端
にもう１本のフックのアイを通すことは認められる。

   フックの後ろに餌あるいは餌とルアーの組み合わせを装着す
る場合、その先端とフックのベンド後端との間隔はフックの長
さぶんを超えてはならない。

 2.  ダングリングフック＊およびスインギングフック＊の類を使用して
はならない。ダブルやトレブルフック（３本イカリバリ）の使用も
禁止される。

 3.  ボトムフィッシングの場合は、シングルフックを２本まで使用す
ることができる。ただし、２本のフックは、別々のリーダー（ドロッ

プ＊とも呼ばれる）で取り付けなければならない。２本のフック
は、それぞれの餌に埋め込み、一方のフックにかかった魚が他
方のフックにかからないよう、充分に離しておくこと。

 4.  フックを２本使用して釣った魚を記録申請する時は、仕掛けの
フック配列が分かる写真、またはスケッチを添付すること。

H フックおよびルアー
 1.  スカートまたはトレーリング材＊を取り付けたルアーには、シン
グルフックを２本まで、ラインないしリーダーに取り付けて使用
することができる。フックは別々に取り付ける必要はない。この
場合、２本のフックのアイの間隔は、フックの長さ（使用されて
いるフックの大きい方の全長）以上なければいけないが、
30.48cm（12インチ）以上離してはならない。例外として、フッ
クの先端にもう１本のフックのアイを通すのはかまわない。ト
レーリングフック（後方のフック）は、ルアーのスカートから全
長がはみ出してはならない。フックの後ろにルアー、あるいは餌
とルアーの組み合わせを装着する場合、その先端とフックのベ
ンド後端との間隔はフックの長さぶんを超えてはならない。

   記録申請時には、フックの配列が分かる写真、またはスケッチ
が必要である。

 2.  ギャングフック＊は、専用に設計されたプラグまたはルアーに取
り付けるときにだけ使用が許される。ルアーに取り付けたギャ
ングフックは、自由に振れ動かなければならない。使用するギャ
ングフックは、３本までに限られる（シングル、ダブル、トレブル
のいずれか、または組み合わせ）。ギャングフックに餌を取り付
けることはできない。記録申請時にはルアーの写真もしくはス
ケッチを添付すること。もしそれが充分でない時はルアーその
ものの提出が要求されることもある。

 3.  モノフィラメント、マルチフィラメント、ワイヤーなどの「リード」
を介してルアーに接続される、いわゆるアシストフックの類のシ
ングルフックに関しては、以下の規定を遵守すること：スカート
なしのルアーにアシストフックを使用する場合、リードの長さは
使用するフック長の1.5倍を超えてはならない。またフックのベ
ンド位置は、ルアーと接続される最近点から４インチ
（101mm）を超えてはならない。アシストフックとして、ダブル
フックやトレブルフックを使うことはできない。また、アシスト
フックはシングルフックとし、２本のシングルフックをタンデムに
して使うことはできない。プラグの場合と同様、１つのルアーに
対して最大3本のアシストフックを使うことができる。

 4. フックのついたルアーは、１度に１つしか使用できない。

I その他の用具
 1.  ファイティングチェアには、魚とのファイトを有利に導く機械的
推進装置を取り付けてはならない。

ティップ バット

リールの中心

OK



 2.  ジンバルは、垂直面のみに動くものを含め、自由にスイングする
こと。魚とファイトしている時、釣り人の負担を軽減したり、休息
を可能とするジンバルは禁じられている。

 3.  魚を取り込む時に使用するギャフおよびネットは、全長が 
2.44m（8フィート）以内であること。フライングギャフ、脱着式
ギャフを使用する場合、ギャフロープは9.14m（30フィート）以
内であること。ロープは、ヘッドに取り付けられた点から末端
までを測るものとする。計測するのは有効長のみで、結び目の
余りは長さに含まない。ヘッドの固定されたギャフを使用する
場合も同じ制限が適用され、ギャフロープはギャフフックの同
じ位置から測る。ギャフは、シングルフックだけが使用できる。
モリまたはヤスを使用してはいけない。テイルロープは9.14m
（30フィート）までとする（橋、桟橋、その他の高い台や構造物
から釣る時は、この長さ制限は適用されない）。

 4.  エンタングリング（魚を絡め取る）用具は、フックの有無にかか
わらず禁じられている。ベイティングまたはフッキング、ファイ
ティング、ランディングを含むいかなる目的のためにも使用して
はいけない。

 5.  アウトリガー、ダウンリガー、スプレッダーバーおよびカイトの
使用は許可されるが、条件として、それらに装着されたスナッ
プなどのリリース器具に、フィッシングラインが直接的あるいは
ゴムバンドなどを介して間接的に固定されていなければなら
ない。直接あるいは間接を問わず、リリース器具にリーダーま
たはダブルラインを固定することは禁じられる。スプレッダー
バーはティーザーとしての使用も許される。

 6.  ディジーチェーン、バード、フロート（ウキ）もしくはそれらに類
した用具は使用可であるが、魚が通常備える遊泳力やファイト
する能力を妨げるもの、アングラーやクルーによる魚とのファイ

A. フライングギャフ

B. 固定ギャフ

C. 固定ギャフ＋ロープ

D. ランディングネット、テイラー

トや取り込みに有利となるものなどは、いかなる場合も使用が
許されない。

 7.  セーフティーライン［落下防止のための尻手（シッテ）ロープ］
は、魚とのファイトにおいて釣り人に有利に作用しないものに
限り、ロッド、リールあるいはハーネスに取り付けてもよい。

■釣りの規定
 1.  魚がベイトまたはルアーにストライクしたら、釣り人は他からの
助けを借りることなく魚をフックにかけ、ファイトし、取り込まなけ
ればならない。ただし、本ルール内の規定で認められたものは
除く。

 2.  ロッドをホルダーで固定している時に、魚がベイトまたはル
アーにストライクしたら、釣り人はできるだけ速やかにロッドを
ホルダーから外さなければならない。この規定の意図は、釣り
人がロッドを持って自らストライクし、そしてフックをかけること
にある。

 3.  一人の釣り人が何本かのラインを出していて、同時に多数の
魚がかかった時は、最初にファイトした魚だけが記録申請の
対象となる。

 4.  ダブルラインを使用するのは自由であるが、ファイトの大部分
はシングルラインで行うことが前提である。ダブルラインやリー
ダーだけでファイトの大部分を行ってはならない。

 5.  ハーネスは、ロッドまたはリールに取り付けてもよいが、ファイ
ティングチェアに取り付けてはならない。ハーネスは、ファイ
ティング中にアングラー以外の人が交換、調整を行うことがで
きる。

 6.  ロッドベルトやウエストジンバルの使用は認められる。
 7.  ボートから釣る時は、リーダーが同乗者の手に掴めるところに
くるか、リーダーの端がロッドティップまで巻き上げられた時、
１人または複数の人がリーダーを持つことができる。岸釣りま
たはウエーディングの釣りをしているアングラーの取り込みを
助ける人は、リーダーを掴む、ネットで掬う、あるいはギャフを
掛ける際、アングラーからロッド１本ぶん以内の距離にいなけ
ればならない。

 8.  リーダーを持っている人の他に、１人またはそれ以上の人が
ギャフを使用してもよい。魚にギャフをかける時、ギャフのハン
ドルは手に持っていなければならない。

 9.  釣具と釣りに関する規定は、魚の検量が終わるまで適用され
る。

■失格となる行為
 1.  前述の、釣具または釣りの規定に違反する行為。
 2.  魚がヒットしてからファイト、そして取り込みないしリリースが
完了するまで、釣り人以外の人が、ロッド、リール、およびライン
（ダブルラインも含む）に、直接または間接的に触れることはで
きない。本ルールで認められたこと以外の手助けは、すべて禁
止である。ラインがロッドガイドを通る時に障害となるもの（寄
せ餌、浮子を取り付けるためのライン、ゴムバンドなど）を取り
のぞく際にも、ラインに手や体の一部が触れてはならない。
アングラー以外がラインに触ることは、いかなる場合も禁止さ
れる。



 3.  魚とのファイト中にロッドホルダーを使う、船べりやその他の物
体にロッドをもたせ掛ける等の行為は禁止される。

 4.  ラインを手繰って魚を取り込む行為や手釣りは禁止されてい
る。いかなる方法であっても、魚を保持したり引き上げておくた
めに、リーダーまたはラインにハンドラインやロープを取り付け
てはならない。

 5.  サメやオヒョウを含め、いかなる魚の取り込みにおいても、銃で
射ったり、モリやヤスで突いてはならない。

 6.  トローリングまたはキャスティング用のルアーに使われるヘ
アーまたはポークリンドの他は、ホ乳動物の肉、血、皮またはそ
の他の部分をチャム（寄せ餌）またはベイトとして使用してはな
らない。

 7.  魚が正常に泳ぐ能力を奪うために、ボートや道具を使用して
魚を浜に追い上げたり、浅瀬に追い込んだりしてはならない。

 8.  魚がかかってファイトしている時に、ロッドまたはリールを交換
してはならない。

 9.  魚がかかってファイトしている時に、ラインをつないだり、取り
除いたり、足したりしてはならない。

 10. 故意にファウルフッキング＊をしてはならない。
 11.  ダブルライン全体がロッドティップから出ない方法で魚を釣っ
てはならない。

 12.  法律・規則で禁止されている種類や大きさのベイトを使用して
はならない。

 13.  魚を保持したり引き上げるため、釣り人のラインまたはリー
ダーをボートまたは他の物体に取り付けてはならない。

 14.  取り込み直前に逃げた魚を、当ルールに定められた以外の方
法で再捕獲してはならない。

■失格となる状況
 1.  ロッドが最低寸法より短くなったり、その性能をひどく減じるよ
うな方法で折れた時。

 2.  取り込みの前にサメなどの魚またはホ乳動物などにかまれた、
プロペラに当たったなどの理由で、魚の肉が削げたり、体に傷
がついた場合（リーダーまたはラインによる傷、引っかき傷、古
い回復した傷跡、再生による体型の変形などは失格する傷と
はみなされない）。魚のすべての損傷は、写真にはっきり示し、
充分な説明を記入した報告書を記録申請に添付しなければ
ならない。

 3. 一尾の魚が複数のラインにかかった、あるいは絡んだ時。

＊印を付けた用語について

ダングリングフック、
スインギングフック

セカンドリーダーに付けられる、スレで魚を引っ
かける目的で使用するフック。

ドロップ 枝スのこと。

トレーリング材 ルアーやヘッドに取り付けるスカート等と同様。

ギャングフック 3つ以上のポイントを備えたイカリ釣のこと。

ファウルフッキング 魚の口以外の部分にハリを引っかけること。



ダブルラインとリーダー図解

ダブルラインの長さは、ダブルを作っている部分（ノット、編み込み、ロールまたはスプライスなど）の端から、リーダー、ルアー、ま
たはフックなどを取り付けるために使われるノット、スプライス、スナップ、スイベル等の用具のいちばん端までと定義する。ダブ
ルラインは、フィッシングラインそのものをダブルにしたものでなければならない。海水魚用ダブルラインの長さは、10kg（20lb）
以下のすべてのラインクラスでは4.57m（15フィート）以内、10kg（20lb）をこえるすべてのラインクラスでは9.14m（30フィー
ト）以内に制限される。淡水魚用ダブルラインの長さは、すべてのラインクラスにおいて1.82m（6フィート）以内とする。

海水魚に使用するリーダーの長さは、10kg（20lb）以下のすべてのラインクラスでは4.57m（15フィート）以内、10kg（20lb）
をこえるすべてのラインクラスは9.14m（30フィート）以内。淡水魚用リーダーの長さは、すべてのラインクラスにおいて 
1.82m（6フィート）以内とする。

リーダーの長さとは、ルアー、フック、または他の用具を含めた全体の長さと定義される。

ダブルラインとリーダーを合わせた長さは、海水魚の場合、10kg（20lb）以下のすべてのラインクラスで6.1m（20フィート）以
内、10kg（20lb）をこえるすべてのラインクラスでは12.19m（40フィート）以内とする。淡水魚の場合は、リーダーとダブルライ
ンの合計長は3.04m（10フィート）以内でなければならない。



フック配列の実例 （餌もしくはルアーを使用する場合）

シングルフックが、完全にスカートから出ている。
NG

2本のフックの間隔は、餌を使用する場合は45.72cm（18
インチ）以内、ルアーを使用する場合は 30.48cm（12イン
チ）以内であること。それ以上離れているなら失格。

2本のフックの間隔は、ルアーを使用する場合は
30.48cm（12インチ）以内であり、スカートから完全に出
ていないこと。

フックはスカートの中に収まっている。
OK

両方のフックが完全に餌に固定されており、２本のフック・
アイの間隔は45.72cm（18インチ）以内に収まっている。

OK

餌釣りおよびルアー釣りを問わず、フックの先端にもう１
本のフックのアイを通すことは認められる。

OK

２本のフック・アイは、互いにフックの長さ（使用されて
いるフックの大きい方の全長）以上離れていて、かつ餌
釣りの場合は45.72cm（18インチ）以内、ルアーの場合
は 30.48cm（12インチ）以内に収まっている。

OK

セカンドフック（トレーリングフック）が完全にスカートか
ら出ているので失格。

NG

餌、ルアーにかかわらず、2本のフック・アイは、互いにフッ
クの長さ（使用されているフックの大きい方の全長）以上
離れていなければいけない。NG

セカンドフックが餌に完全に固定されておらず、ダングリ
ングフックとなっている。NG



アシストフックとは、モノフィラメント、マルチフィラメント、ワイヤー
などの「リード」を介してルアーに接続されるフックのこと。バーチ
カルジグの普及とともに広く使われるようになり、伝統的なトレブ
ルフックの代替としても人気が高まっている。
　近年まで、IGFAはルアーに使用するアシストフックに関する規
定を持たなかったが、その普及を受け、以下を新たに定める。

　モノフィラメント、マルチフィラメント、ワイヤーなどの「リード」を介
してルアーに接続される、いわゆるアシストフックの類のシングル
フックに関しては、以下の規定を遵守すること：スカートなしのル

アーにアシストフックを使用する場合、リードの長さは使用するフッ
ク長の1.5倍を超えてはならない。またフックのベンド位置は、ル
アーと接続される最近点から４インチ（101mm）を超えてはならな
い。アシストフックとして、ダブルフックやトレブルフックを使うこと
はできない。

　この新しいルールにより、アシストフックの適切な使用が広まる
ことを期待する。プラグにアシストフックを使用すると、伝統的なダ
ブルフック、トレブルフックなどよりも魚へのダメージがはるかに少
なくなると考えられている。

アシストフックは、複数が使用可能。
ただしダブルやトレブルフックをアシ
ストフックとして使用することは禁止。OK

アシストフックは、スカートつきのル
アー以外、どのようなルアーにも装
着できる。OK

アシストフックは、ルアーのどちら側
につけても可。

OK

リードの長さはフック長の1.5倍以内
（フックのアイからルアーに装着さ
れる最近点までを測定）。OKリード長

（この場合36mm）

リード長
（この場合63mm）

リード長
（この場合63mm）

フック長
（この場合25mm）

フック長
（この場合25mm）

フック長
（この場合44mm）

フック配列の実例 （アシストフックに関するガイド）

フックのベンドと、リードがルアーに
装着される最近点の間の長さが
101mm（4インチ）を超えている。NG

リード長がフック長の1.5倍を超え
ている（フックのアイからルアーに装
着される最近点までを測定）。NG



■釣具の規定
A ライン
フライラインおよびバッキングは、素材と強度について制限し
ない。

B リーダー
リーダーは、フライフィッシングの慣習として一般的に使用されて
いるものとする。リーダーにはクラスティペットおよびショックティ
ペット（後者の使用は任意）が含まれる。フライラインとクラスティ
ペットの間のバットおよびテーパー部分は、リーダーの一部とみな
され、その長さ、材質および強度に関する制限はない。クラスティ
ペットは非金属性の材質とし、フライまたはショックティペットに直
接取り付けなければならない。クラスティペットの長さは38.10cm
（15インチ）以上とする（両端に設けたノットの内側を測定）。ノット
レス・テーパーリーダーの場合は、末端の38.10cm（15インチ）が
ティペットのクラスを決定する。クラスティペットに長さの上限はな
い。クラスティペットの先にショックティペットを付け加えて、フライ
を結んでもよい。ショックティペットの材質と強度については制限
しないが、30.48cm（12インチ）以内とする。ショックティペットの
長さは、フックのアイからクラスティペットのシングル部分までを測
る（クラスティペットに接続するためのノット部分もショックティ
ペットとみなされる）。タンデムフックを使用するフライの場合、
ショックティペットの長さは先頭のフックのアイから測る。

C ロッド
素材と継数は自由であるが、ロッドはフライフィッシングの一般的
な慣習と良識に従って作られたものであること。ロッドの全長は
1.82m（6フィート）以上とする。アングラーに不当な利益を与える
ようなロッドは失格となる。エクステンション・バットの長さは、リー
ルフットの中央から測定して15.24cm（6インチ）以内。ただし全
長3.33m（11フィート）を越えるスペイロッド、ダブルハンドルフラ
イロッドの場合、エクステンション・バットの長さは25.4cm（10イ
ンチ）以内とする。

フライフィッシング・ルール

ショックティペットの長さは、フックのアイからクラスティペットの単線
部分までと定義される。ショックティペットとクラスティペットを接続
するノットも、ショックティペットの一部である

クラスティペットの長さは38.10cm以上あること。（両端に設けたノットの内側を
測る。）ノットレス・テーパーリーダーの場合は、末端の38.10cmがティペットの強
度クラスを決定する

クラスティペット

クラスティペット（最短38.10cm）

ショックティペット（最長30.48cm）

ショックティペット

D リール
リールは、フライフィッシング用として専用設計されたものであるこ
と。ギヤ比およびドラッグ機構について制限はないが、釣り人が不
当な利益を受けると考えられるものは使用できない。電動リール、
電子機構を用いたリールは禁止される。

E フック
フライには、シングルまたはダブルフック、もしくは直列（タンデム）
にした2本のシングルフックを使うことができる。タンデム・フライ
の第2フックは、ウイング材からはみ出してはならない。2つのアイ
の間隔は、最大15.24cm（6インチ）とする。トレブルフックは使用
できない。

F フライ
一般的に認められたタイプであること。これにはストリーマー、
バックテイル、チューブフライ、ウェットフライ、ドライフライ、ニン
フ、ポッパーおよびバグなどが含まれる。ルアー、生餌または保存
したベイト（たとえば魚皮など）を単独で使用したり、フライに取り

付けて使用することはかたく禁止する。フライは1つのみ使用でき、
ドロッパーフライは禁止。ルアーがフライロッドでキャストできると
いう事実があっても、フライの定義にかなう証拠とはならない。魚
を絡ませたり、ファウルフッキングするために設計されたいかなる
フライの使用も禁じられている。天然もしくは人工の匂いをフライ
につけることはできない。匂い付けされたマテリアルの使用も禁止
する。

G ギャフとネット
魚を取り込む時に使われるギャフおよびネットは、全長が2.44m
（8フィート）以下とする。（橋、桟橋、またはその他の高い構造物の
上から釣る時は、この長さの制限は適用されない）。フライング
ギャフの使用は禁止する。ギャフはシングルフックだけが認めら
れ、モリまたはヤスを取り付けることはできない。ロープをはじめい
かなる延長物も、ギャフに取り付けることは禁止されている。



■一般情報
レングス・レコードに申請する魚は、すべて現場で計測を行い、リ
リースをして良好な状態で泳ぎ去っていくのを確認しなければな
らない。有効なリリースのためには、水中で魚を保持し、エラに水
を通して回復を待つこと。レングス・レコードに申請した場合、その
他のカテゴリーに申請することはできない。

■釣具と釣りに関する規則
淡水および海水の釣具と釣りに適用されるIGFAルールが当ては
まるが、以下の例外を設ける。釣具と釣りに関する規定は、魚の測
定が終わり、リリースが完了するまで適用される。

A ギャフとネット
 1. 魚を取り込むためにギャフを使用することはできない。
 2.  ネットは、全長が2.44m（8フィート）を超えないこと。（橋、桟
橋、またはその他の高い構造物の上から釣る時は、この長さの
制限は適用されない。）

 3.  魚のヌルや鱗に与える損傷を最小限に抑えるため、ラバー
コーティングを施した結び目のないネットあるいは類似の製品
の使用が推奨される。

B メジャー
 1. 計測は、IGFAの販売する専用メジャーを使用する。

オールタックル・レングス・ルール

■釣りの規定
 1.  釣り人は、他からの手助けを受けることなくキャストし、フック
をかけ、ファイトして、魚をギャフないしネットまで引き寄せなけ
ればならない。釣り人が魚とファイトしているとき、他の人は
ギャフ掛けやネット入れの目的でリーダーを持つ行為以外の
手助けをしてはならないし、釣り具のどの部分にも触れられな
い。岸釣りまたはウエーディングの釣りをしているアングラー
の取り込みを助ける人は、リーダーを掴む、ネットで掬う、ある
いはギャフを掛ける際、アングラーからロッド1本ぶん以内の
距離にいなければならない。

 2.  キャスティングやリトリービングは、通常の慣習に則り、一般的
に受け入れられた方法で行わなければならない。キャスティン
グの要件は、フライの重さでラインを送り出すのではなく、ライ
ンの重さでフライを飛ばすことである。動いているボートの後
方にフライを流す事は許されない。魚にフライをキャストする
時、およびリトリーブの間は、ボートのギヤを完全に外し、ニュー
トラルか停止の位置にしておかなければならない。リールから
事前に出しておけるラインの長さは、フライから測定して 
36.57m（120フィート）以内とする。

 3.  魚がフックにかかった時にエクステンション・バットを追加する
こと以外は、タックルにいかなる変更も加えてはならない。

 4.  魚は、使用しているフライのフックにかけなければならない。小
さい魚がフライにかかり、それを大きい魚が呑み込んでしまっ
た場合、大きい魚は記録として認められない。

 5.  魚を取り込むために、1人以上の人がギャフ掛けやネット入れ
の手助けをしてもよい。

 6.  釣具と釣りに関する規定は、魚の検量が終わるまで適用され
る。

■失格となる行為・状況
 1.  これまで述べてきた、釣具または釣りの規定に違反する行為。
 2.  魚がヒットしてからファイト中、そして取り込みないしリリース
が完了するまで、釣り人でない人が、ロッド、リール、およびライ
ン（ダブルラインも含む）に、直接または間接的に触れることは

できない。本ルールで認められたこと以外の手助けは、すべて
禁止である。ラインがロッドガイドを通る時に障害となるもの
（寄せ餌、浮子を取り付けるためのライン、ゴムバンドなど）を
取りのぞく際にも、ラインに手や体の一部が触れてはならな
い。アングラー以外がラインに触ることは、いかなる場合も禁止
される。

 3.  魚とのファイト中に、船べりやその他の物体にロッドをもたせ
掛けたりする等の行為は禁止される。

 4.  ラインを手繰って魚を取り込む行為や手釣りは禁止されてい
る。いかなる方法であっても、魚を保持したり引き上げておくた
めに、リーダーまたはラインにハンドラインやロープを取り付け
てならない。

 5. 故意にファウルフッキングをしてはいけない。
 6.  サメやオヒョウを含め、いかなる魚の取り込みにおいて、銃で
射ったり、モリやヤスで突いてはならない。

 7.  ホ乳動物の肉、血、皮またはその他の部分をチャム（寄せ餌）と
して使用してはならない。

 8.  魚が正常に泳ぐ能力を奪うために、ボートや道具を使用して
魚を浜に追い上げたり、浅瀬に追い込んだりしてはならない。

 9.  魚を保持したり引き上げるため、釣り人のラインまたはリー
ダーをボートまたは他の物体に取り付けてはならない。

 10.  取り込み直前に逃げた魚を、当ルールに定められた以外の方
法で再捕獲してはならない。

 11.  ロッドが最低寸法より短くなったり、その性能をひどく減じるよ
うな方法で折れた時は失格となる。

 12.  1尾の魚が複数のラインにかかった、あるいは絡んだ時は失格
となる。

 13.  取り込みの前にサメなどの魚またはホ乳動物などにかまれた、
プロペラに当たったなどの理由で、釣り上げた魚の肉が削げた
り、体に傷がついた場合（リーダーまたはラインによる傷、引っ
かき傷、古い回復した傷跡、再生による体型の変形などは失
格する傷とはみなされない）。魚のすべての損傷は、写真に
はっきり示し、充分な説明を記入した報告書を記録申請に添
付しなければならない。



 2.  メジャーが長すぎる場合はカットしてもよいが、つなぐことはで
きない。

■釣りの規定
以下の場合は失格となる。
 1. 釣具と釣り方に関するIGFAルールに違反した場合。
 2.  計測中に魚が死亡した、あるいはリリース後に遊泳が確認で
きなかった場合。

■レングス・レコード認定に関する諸規則
その他のレコード・カテゴリーと同じ規則が適用されるが、以下の
追加や例外を設定した。
A 計測に関する規則
 1. 計測は、平らな面にIGFAメジャーを置いて行う。
 2.  魚の吻端はIGFAメジャーの起点に設けた「つい立て」に接触
していること。ルアーやフィッシュグリップなどは取り外してあ
ること。

 3.  魚をIGFAメジャー上に置いた状態で、尾ビレの端の中心位置
までを測る。

 4. 計測はセンチメートル単位で行う。
 5.  単位は切り捨てとする。45センチと46センチの間に来た場合、
申請できる長さは45センチになる。

B 空白カテゴリーに申請するための最小寸法
レングス・レコードの空白カテゴリーに申請する魚の寸法は、対象
魚種リストに示されているとおり、該当種の最大記録の半分以上
なければならない。

C 記録更新もしくはタイ記録達成のための最小寸法
 1.  既存の記録を更新するためには、少なくとも2cmが必要で
ある。

 2.  既存記録とまったく同寸、および長さは上回っているものの
差が2cm未満の魚は、タイ記録とみなされる。タイ記録申請に
3尾以上の魚が関係してくる場合は、オリジナルの記録（最初
にキャッチされた魚）と寸法を比較する。オリジナルの記録（最
初にキャッチされた魚）より小さな魚は審査を行わない。

D  申請書に添付する写真は、以下の情報を含まなければなら
ない。

 1.  IGFAメジャーに乗せ、口吻と尾ビレの位置がはっきりとわか
る魚の全体写真。手を添えても良いが、メジャーの目盛りの読
み取りを妨げるような写真は受け入れない。

 2.  メジャー上に乗せた魚の吻端と尾ビレの位置がはっきりとわ
かるクローズアップ写真。

 3. 釣り人が魚を持っている写真。
 4. ロッドとリールの写真。

■魚のハンドリングについて
魚を水から上げ、計測を行って申請写真を撮影する際には、魚の
ヌルや鱗に与える損傷を最小限に抑えるため、ラバーコーティン
グを施した結び目のないネットなどを使用するべきである。魚の唇
に掛けるフィッシュグリップの類も使用可能であるが、大型の魚は
垂直に持ち上げてはならない。唇まわりの筋肉、骨組織、あるいは
内臓を損傷する危険がある。手を使って魚を水から上げる場合
は、片手で下唇を持ち、もう一方の手で魚を下から支えるようにす
る。魚は水平に持ち上げ、決して垂直にしないこと。

■計測について
IGFA記録に申請するためには、魚の寸法を計測し、写真を撮影
することになる。いずれも一定の時間を必要とするので、魚を取り
込むまえに必要な用具類を準備しておくことが望ましい。計測や
撮影にかかる時間が数分間にわたる場合は、魚をひんぱんに水
に入れるか、ライブウェルを活用し、呼吸をさせてやること。

■リリースについて
魚のリリースにあたっては、時間と注意が必要である。まず魚を水
に入れ、尾ビレの根本を握る。魚が自発的に身を捩って泳ぎ去っ
ていかない場合は、エラに水を通すためにそっと前に動かしてや
る。エラは一方向への水の流れにしか対応できないので、前後に
は動かさないほうが良い。ゆっくりと円を描くように動かすか、ボー
トを低速で走らせるのは良い方法である。

ルアーやフィッシュグリップなどを取り外し、
IGFAメジャーの「つい立て部」に口吻を突き当てる

尾ビレ末端のいちばん切れ込んだ
部分までを測る。測定点が目盛り
の間に来た場合は、余分を切り捨
てて、低い方の値を読む。



















IGFAオールタックル･レングス・レコード（長さの世界記録）の対象魚と申請可能サイズ 2015年3月

SALTWATER SPECIES（海水魚） 日本名など 申請できる最小サイズ
Albacore Thunnus alalunga ビンナガ 61 cm 
Amberjack, greater Seriola dumerili カンパチ 92 cm 
Bass, black sea Centropristis striata 33 cm
Bass, European Dicentrarchuslabrax 46 cm
Bass, kelp (calico) Paralabrax clathratus 33 cm
Bass, striped  Morone saxatilis 67 cm
Bluefi sh Pomatomus saltatrix ブルーフィッシュ 59 cm
Bonefi sh Albula spp. ボーンフィッシュ 50 cm
Bonito, Atlantic Sarda sarda 42 cm
Bonito, Pacifi c Sarda spp. ハガツオ 49 cm
Cobia Rachycentron canadum 85 cm 
Corbina, California Minticirrhus undulatus 33 cm
Dentex Dentex dentex 49 cm
Drum, black Pogonias cromis ブラックドラム 67 cm
Drum, red Sciaenops ocellatus レッドドラム 72 cm
Grouper, black Mycteroperca bonaci 77 cm
Grouper, broomtail Mycteroperca xenarcha 75 cm
Grouper, gag Mycteroperca microlepis 66 cm 
Grouper, red Epinephelus morio 42 cm
Halibut, California Paralichthys californicus 66 cm
Jack, almaco Seriola rivoliana ヒレナガカンパチ 80 cm
Jack, crevalle Caranx hippos ジャッククレバル 57 cm
Jack, horse-eye Caranx latus 50 cm
Jack, Pacifi c crevalle Caranx caninus 50 cm
Kahawai (Australian salmon) Arripis trutta 41 cm
Kawakawa Euthynnus affi nis スマ 47 cm 
Ladyfi sh Elops spp. カライワシ 39 cm
Leerfi sh (Garrick) Lichia amia 61 cm
Mackerel, cero Scomberomorus regalis 47 cm
Mackerel, narrowbarred  Scomberomorus commerson ヨコシマサワラ 100 cm
Mackerel, Pacifi c sierra Scomberomorus sierra 49 cm
Mackerel, Spanish Scomberomorus maculatus 39 cm
Madai Pagrus major マダイ 40 cm
Meagre Argyrosomus spp.  オオニベ 30 cm
Permit Trachinotus falcatus パーミット 52 cm
Pollock Pollachius virens 56 cm
Pompano, African Alectis ciliaris イトヒキアジ 58 cm
Queenfi sh, talang Scomberoides commersonianus 60 cm
Rockfi sh, black/blue Sebastes melanops 31 cm
Roosterfi sh Nematistius pectoralis ルースターフィッシュ 81 cm
Samson fi sh Seriola hippos 75 cm
Seabass, blackfi n  Lateolabrax latus ヒラスズキ 47 cm
Seabass, Japanese (suzuki) Lateolabrax japonicus スズキ 63 cm
Seabass, white Atractoscion nobilis 83 cm
Seatrout, spotted Cynoscion nebulosus 50 cm
Shark, bonnethead Sphyrna tiburo 50 cm
Skipjack, black Euthynnus lineatus 42 cm
Snapper (squirefi sh) Pagrus auratus 47 cm
Snapper, African red Lutjanus agennes 69 cm
Snapper, cubera Lutjanus cyanopterus 69 cm
Snapper, grey Lutjanus griseus 37 cm
Snapper, mullet Lutjanus aratus 58 cm
Snapper, mutton Lutjanus analis 45 cm
Snapper, Pacifi c cubera Lutjanus novemfasciatus 67 cm
Snapper, red Lutjanus campechanus 48 cm
Snapper, yellowtail Ocyurus chrysurus 34 cm
Snook, Atlantic Centropomus spp.  スヌーク（大西洋） 25 cm
Snook, Pacifi c Centropomus spp. スヌーク（太平洋） 25 cm
Tarpon, oxeye Megalops cyprinoides イセゴイ 48 cm
Threadfi n, giant African Polydactylus quadrifi lis 100 cm
Threadfi n, king Polydactylus macrochir 83 cm
Trevally, bigeye Caranx sexfasciatus ギンガメアジ 44 cm
Trevally, bluefi n Caranx melampygus カスミアジ 58 cm
Trevally, giant Caranx ignobilis ロウニンアジ 76 cm
Trevally, golden Gnathanodon speciosus コガネシマアジ 48 cm
Tripletail Lobotes surinamensis マツダイ 48 cm
Tuna, blackfi n Thunnus atlanticus 52 cm
Tuna, longtail Thunnus tonggol コシナガ 72 cm
Tuna, skipjack Katsuwonus pelamis カツオ 49 cm 

Tunny, little Euthynnus alletteratus 53 cm
Weakfi sh Cynoscion regalis 48 cm
Yellowtail, California Seriola lalandi dorsalis ヒラマサ 80 cm
Yellowtail, southern Seriola lalandi lalandi 78 cm

FRESHWATER SPECIES （淡水魚） 日本名など 申請できる最小サイズ
Arawana Osteoglossum bicirrhosum アロワナ 41 cm
Barramundi Lates calcarifer バラムンディ 62 cm
Bass, Australian Macquaria novemaculeata 27 cm
Bass, largemouth Micropterus salmoides オオクチバス 48 cm
Bass, smallmouth Micropterus dolomieu コクチバス 34 cm
Bass, striped (landlocked) Morone saxatilis 65 cm
Bass, white Morone chrysops 24 cm
Bass, whiterock  Morone saxatilis M. chrysops 44 cm
Bluegill Lepomis macrochirus ブルーギル 19 cm
Bowfi n Amia calva 45 cm
Carp, common Cyprinus carpio コイ 55 cm
Carp, grass Ctenopharyngodon idella ソウギョ 66 cm
Catfi sh, blue Ictalurus furcatus 73 cm
Catfi sh, channel Ictalurus punctatus アメリカナマズ 60 cm
Catfi sh, redtail (pirarara) Phractocephalus hemioliopterus 69 cm
Catfi sh, sharptooth Clarias gariepinus 85 cm
Char, Arctic Salvelinus alpinus アルプスイワナ 51 cm
Crappie, black Pomoxis nigromaculatus 24 cm
Crappie, white  Pomoxis annularis 24 cm
Dolly varden Salvelinus malma オショロコマ 50 cm
Dorado Salminus maxillosus ドラド 55 cm
Gar, Florida Lepisosteus platyrhincus 42 cm
Gar, shortnose Lepisosteus platostomus 38 cm
Grayling Thymallus thymallus グレーリング 25 cm
Grayling, Arctic Thymallus arcticus 37 cm
Kokanee Oncorhynchus nerka ヒメマス 32 cm
Muskellunge Esox masquinongy マスケランジ 76 cm
Nembwe Serranochromis robustus 27 cm
Oscar Astronotus ocellatus オスカー 19 cm
Payara Hydrolicus scomberoides 53 cm
Peacock, blackstriped Cichla intermedia 26 cm
Peacock, butterfl y Cichla ocellaris 33 cm
Peacock, Orinoco Cichla orinocensis 32 cm
Peacock, speckled Cichla temensis 45 cm
Perch, Nile Lates niloticus ナイルパーチ 100 cm
Perch, white Morone Americana 21 cm
Perch, yellow Perca fl avescens イエローパーチ 18 cm
Pickerel, chain Esox niger 39 cm
Pike, northern Esox lucius 68 cm
Salmon, Atlantic Salmo salar タイセイヨウサケ 64 cm
Salmon, Atlantic (landlocked)  Salmo salar 46 cm
Salmon, chinook Oncorhynchus tshawytscha マスノスケ 53 cm
Salmon, chum Oncorhynchus keta シロザケ 48 cm
Salmon, coho Oncorhynchus kisutch ギンザケ 53 cm
Salmon, pink Oncorhynchus gorbuscha カラフトマス 39 cm
Salmon, sockeye Oncorhynchus nerka ベニザケ 35 cm
Shad, American Alosa sapidissima 35 cm
Snakehead Channa spp. カムルチーほか 29 cm
Snapper, Papuan black Lutjanus goldiei ウラウチフエダイ 50 cm
Sorubim Pseudoplatystoma spp. 52 cm
Taimen Hucho taimen タイメン 78 cm
Tigerfi sh Hydrocynus vittatus タイガーフィッシュ 43 cm
Tigerfi sh, giant Hydrocynus goliath 64 cm
Trahira, giant Hoplias macrophthalmus 26 cm
Trout, brook Salvelinus fontinalis ブルックトラウト 34 cm
Trout, brown Salmo trutta ブラウントラウト 51 cm
Trout, bull Salvelinus confl uentus 51 cm
Trout, cutthroat Oncorhynchus clarki カットスロートトラウト 44 cm
Trout, golden Oncorhynchus guabonita ゴールデントラウト 35 cm
Trout, lake Salvelinus namaycush レークトラウト 74 cm
Trout, rainbow Oncorhynchus mykiss ニジマス 54 cm
Walleye Stizostedion vitreum ウォールアイ 52 cm
Zander Stizostedion lucioperca 43 cm

オールタックル･オールタックル･
レングス･レコードレングス･レコード

2011年１月より、IGFAはキャッチ＆リリースを前提としたオールタックル・レングス・レコードの認定を開始しました。水をめぐる
環境への関心が高まるいま、「釣り上げた魚を記録申請したいが、確実にリリースして資源保全にも貢献したい」というアング
ラーの要望を形にした、叉長のみに基づく世界記録の新カテゴリーです。重量を計測しませんので魚に対するダメージが小さく
てすみます。ジャパンゲームフィッシュ協会も、それに歩調を合わせる形で2012年１月から日本記録認定を開始しています。

I G F A  &  J G F A  A L L - T A C K L E  L E N G T H  R E C O R D

 IGFA
JGFA



お振込先

専用メジャーの購入方法

●JGFA事務局からの購入方法

　JGFA事務局ではJGFA会員の便宜をはかり販売代行していま
す。代金は送料、税込みで5,000円。JGFAのホームページ「スト
ア」、または、直接JGFA事務局へお申し込み下さい。代金は現金書
留、あるいは、右記銀行口座にお振込み下さい。（振込みの際は事
前に振り込み内容をご連絡下さい。）

みずほ銀行　恵比寿支店　ジャパンゲームフィッシュ協会
口座番号：1560988

専用メジャーはIGFAでも直接販売しており、IGFAのホームページ
から購入できます。価格は49.95ドル（US）。ただし、個人輸入とな
りますので、この代金のほか、消費税、関税、通関手数料、送料など
がかかります。

http://www.igfa.org/Fish/All-Tackle-Length-Rules.aspx

★JGFAのホームページのストアはこちら

http://www.jgfa.or.jp/store/index.html

IGFAのオールタックル・
レングス・レコードの申請
にはこの専用メジャーが
必要です。これ以外のメ
ジャーでは申請は受付け
られません。

ＪＧＦＡ日本記録・オールタックル・レングス・レコード対象魚 2015年3月1日

No. 対象魚
初回申請時の
最低基準
（単位cm）

IGFAlength
部門対象魚 備考

1 アイナメ 45 JGFA日本記録ラインクラス対象魚（船）

2 カスミアジ 58 I 〃

3 カッポレ 60 〃

4 カツオ 49 I 〃

5 カンパチ 92 I 〃

6 キチヌ 45 〃

7 ギンガメアジ 44 I 〃

8 クロソイ 40 〃

9 クロダイ 45 〃

10 サワラ 80 〃

11 シマアジ 60 〃

12 スギ 85 I 〃

13 スズキ 60 I 〃

14 スマ 47 I 〃

15 タケノコメバル 25 〃

16 ツムブリ 70 〃

17 ハガツオ 60 〃

18 ヒラスズキ 47 I 〃

19 ヒラマサ 80 I 〃

20 ヒラメ 80 〃

21 ヒレナガカンパチ 80 I 〃

22 ビンナガ 61 I 〃

23 ブリ 80 〃

24 ボラ 50 〃

25 マゴチ 50 〃

26 マダイ 40 I 〃

27 メダイ 60 〃

28 ヨコシマサワラ 100 I 〃

29 ロウニンアジ 76 I 〃

30 イシダイ 50 JGFA日本記録ラインクラス対象魚（磯）

31 イシガキダイ 50 〃

32 イセゴイ 48 I 〃

33 オオニベ 100 I 〃

34 クロメジナ 45 〃

35 コクハンアラ 80 〃

36 ハマフエフキ 60 〃

37 バラフエダイ 80 〃

38 ミナミクロダイ 45 〃

No. 対象魚
初回申請時の
最低基準
（単位cm）

IGFAlength
部門対象魚 備考

39 メジナ 45 〃

40 カワハギ 28 JGFA日本記録ラインクラス対象魚外

41 シロギス 25 〃

42 マアジ 45 〃

43 マサバ 50 〃

44 ゴマサバ 50 〃

45 イシガレイ 50 〃

46 マコガレイ 50 〃

47 マツダイ 48 I 〃

48 コシナガ 72 I 　　〃　　日本には少ないマグロの1種

49 アカメ 100 JGFA日本記録ラインクラス対象魚（淡水）

50 アマゴ（サツキマス） 45 〃

51 イトウ 80 〃

52 アメマス（イワナ類） 45 〃

53 オオクチバス 45 I 〃

54 カルムチー 29 I 〃

55 カラフトマス 39 I 〃

56 コイ 55 I 〃

57 コウライニゴイ 45 〃

58 シロザケ 48 I 〃

59 ソウギョ 66 I 〃

60 ナマズ 50 〃

61 ニゴイ 45 〃

62 ニジマス 54 I 〃

63 ビワコオオナマズ 80 〃

64 ブラウントラウト 51 I 〃

65 ヤマメ（サクラマス） 45 〃

66 アユ 28 淡水（JGFA日本記録ラインクラス対象魚外）

67 ヘラブナ（ゲンゴロウブナ） 45 〃

68 ギンブナ 30 〃

69 アオウオ 80 〃

70 ハクレン 70 〃

71 コクレン 70 〃

72 コーホ（ギンザケ） 53 I IGFA世界記録ラインクラス対象魚

73 ソックアイ（ベニザケ） 35 I 〃

74 ブルックトラウト 34 I 〃

75 レイクトラウト 74 I 〃

76 チヌーク（キングサーモン） 53 I 〃

★ 右から2列目「IGFA length部門対象魚」の欄に「I」が入っているのは、IGFAオールタックルレングスレコードの対象魚で最低申請叉長もIGFAで定められているものです。
★IGFA（世界）オールタックルレングスレコードとルールは同じ。（計測はIGFA専用メジャーを使用、リリース前提、重量を計測してはいけないなど）


